
皆
さ
ん
６
月
３
日
（
日
）
か
ら
６
月
９
日
（
土
）

ま
で
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

危
険
物
っ
て
何
だ
ろ
う
？
こ
う
思
わ
れ
た
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

危
険
物
と
は
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

②
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

③
消
火
の
困
難
性
が
高
い

こ
の
３
つ
の
危
険
性
を
持
っ
た
物
品
の
事
を

言
い
ま
す
。

危
険
物
は
、
私
た
ち
の
生
活
で
も
多
く
使
用

さ
れ
て
お
り
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
天
ぷ
ら
油
、

マ
ニ
キ
ュ
ア
や
除
光
液
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も

①
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
炭
火
に
ゲ
ル
状

の
着
火
剤
を
注
ぎ
足
し
た
ら
、
着
火
剤
の

一
部
が
火
の
付
い
た
状
態
で
飛
散
し
、
近

く
に
い
た
子
供
が
や
け
ど
し
た
。

②
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
除
光
液
で
爪
の
手
入
れ
を

し
て
い
た
途
中
、
た
ば
こ
を
吸
お
う
と
火

を
つ
け
た
ら
、
除
光
液
の
蒸
気
に
引
火
し

や
け
ど
し
た
。

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
さ
ず
に
燃
料
タ

ン
ク
に
灯
油
を
補
給
し
、
灯
油
が
こ
ぼ
れ

火
災
と
な
っ
た
。

な
ど
様
々
な
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
危
険
物
を
使
用
す
る
際
は
必
ず
火
を
消

し
、
周
囲
の
火
気
使
用
に
つ
い
て
も
充
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
６
月
の
危
険
物
安
全
週
間
を
機
に
、
危

険
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
安
全
に
保
管
、

使
用
を
し
て
く
だ
さ
い
。

定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
湯
浅
町

内
に
住
宅
を
新
築
又
は
購
入
し
よ
う
と
す
る
若
年
層
の
方

を
対
象
に
住
宅
取
得
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
来
年
３
月

ま
で
に
完
成
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
奨
励
金
額　

30
万
円（
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
す
。）

◆
申
し
込
み

事
前
協
議
が
必
要
で
す
の
で
10
月
31
日
（
水
）
ま
で
に

事
前
協
議
書
（
様
式
１
）
を
産
業
建
設
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
そ
の
後
、申
請
書
の
提
出
と
な
り
ま
す
。）

【
申
請
者
要
件
】

①
申
請
日
に
お
い
て
湯
浅
町
に
定
住
の
意
志
を
持
っ
て

居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
申
請
者
は
所
有
権
保
存
登
記
日
に
40
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦
の
場
合
、
い

ず
れ
か
が
40
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

③
取
得
し
た
住
宅
の
所
有
者
が
申
請
者
本
人
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦
の
場
合
は
、
夫
婦

の
い
ず
れ
か
又
は
、
共
有
で
あ
る
こ
と
。

【
住
宅
要
件
】

①
指
定
期
間
内
に
住
宅
を
湯
浅
町
内
に
新
築
又
は
売
買

（
建
築
住
宅
、
中
古
住
宅
）
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
。

②
玄
関
、
居
室
、
便
所
及
び
台
所
を
備
え
て
お
り
、
延

べ
床
面
積
50
㎡
以
上
の
も
の
。

③
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
店
舗
・
事
務
所
等
の
部
分
を

除
い
た
住
宅
部
分
で
①
・
②
の
条
件
を
備
え
る
も
の
。

④
相
続
、
贈
与
、
そ
の
他
取
得
対
価
を
伴
わ
な
い
事
由

に
よ
り
建
物
を
取
得
し
た
場
合
や
増
改
築
な
ど
は
対

象
外
と
す
る
。

詳
し
く
は
産
業
建
設
課　

管
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１
．
耐
震
診
断
事
業

⑴
木
造
住
宅

●
費　

用　

無 

料

●
募
集
定
数　

先
着
７
件

⑵
非
木
造
住
宅

●
費
用

　

診
断
費
用
の
２
／
３
を
補
助

　

（
８
万
９
千
円
上
限
）

●
募
集
定
数　

先
着
３
件

⑶
申
込
み
方
法

産
業
建
設
課
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

等
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
事
前
に
産
業
建

設
課
に
お
い
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

⑷
受
付
期
間

６
月
４
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑸
対
象
建
物

①
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
専
用
住
宅
、
併

用
住
宅
、
長
屋
、
共
同
住
宅

②
地
上
階
数
が
２
階
以
下

で
、
か
つ
、
延
べ
床
面
積
が

２
０
０
㎡
以
下
の
も
の
。

２
．
耐
震
改
修
事
業

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、

診
断
結
果
が
悪
い
場
合
に
は
、
補

強
工
事
に
対
す
る
補
助
事
業
が
あ

り
ま
す
。

●
補
助

設
計
費
用
の
２
／
３

（
最
大
13
万
2
千
円
）

　
　

工
事
費
の
２
／
３
＋
11.5
％

（
合
わ
せ
て
最
大

１
０
１
万
1
千
円
）

◎
耐
震
補
強
設
計
と
耐
震
改
修
工

事
を
一
体
的
に
実
施

（
今
年
度
か
ら
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

●
補
助

①
工
事
額
の
２
／
５

　

（
最
大
50
万
円
）

②
設
計
費
と
工
事
費
の
合
計
額

か
ら
①
を
引
い
た
額

　

（
最
大
66
万
6
千
円
）

●
募
集
定
数　

先
着
４
件

※
募
集
の
戸
数
は
予
算
の
都
合

に
よ
り
増
減
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
産
業
建
設
課　

工

務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

湯
浅
広
川
消
防
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
：
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
２
・
３
１
２
８

湯
浅
町
定
住
促
進

奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
：
産
業
建
設
課　

管
理
係

（
18
番
窓
口
）
☎
６
４
・
１
１
２
４

平
成
30
年
度

住
宅
耐
震
診
断
申
込
者
募
集
！

お
問
い
合
わ
せ
：
産
業
建
設
課　

工
務
係

（
18
番
窓
口
）
☎
６
４
・
１
１
２
４

防
課

10平成30年６月

湯浅町教育委員会では、子どもたちが健やかに成長してい
くために、本年度も「早寝早起き朝ごはん」事業を推進して
いきます。基本的生活習慣の大切さとともに、本年度はスマホ
やゲームなどが学力にどう影響するのかという研究成果等を、
脳科学の第一人者の川島隆太教授にお話していただきます。

東北大学  川
か わ

島
し ま

隆
りゅう

太
た

教授による
講演会開催のお知らせ

『早寝早起き朝ごはん』事業

川島隆太教授プロフィール
1959 年生まれ。東北大学医学部

卒｡ 同大学院卒（医学博士）。スウェー
デン王立カロリンスカ研究所客員研
究員、現在東北大学教授。

日 時  平成30年６月１６日（土）
 10：00～11：30

場 所  湯浅町立湯浅中学校体育館

対 象  湯浅中学校生徒・保護者

演 題  「やってはいけない脳の習慣について（仮題）」

平成３０年度

湯浅町職員採用試験のご案内
お問い合わせ：総務広報課 総務係　☎６４－１１０８

採用予定人員
職　種 採用予定者数

一般行政職 若干名
保育士 １名
保健師 １名

【採用予定時期】　平成３１年４月１日
【一次試験日程】　平成３０年７月２２日（日）
【受験資格】　
⑴年齢・資格に関する要件

職　種 受験資格
一般行政職 昭和58年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方

資
格
免
許
職

保育士
①昭和48年４月２日以降に生まれた方
②保育士資格及び幼稚園教諭普通免許の両方を取得している方又は
平成31年３月末までに資格取得見込みの方

保健師
①昭和58年４月２日以降に生まれた方
②保健師の資格を取得している方又は平成31年３月末までに資格取得見
込みの方

⑵日本国籍を有する方　　　⑶平成31年４月１日から勤務が可能な方
⑷原則として、採用後湯浅町内に居住もしくは徒歩又は自転車等で30分以内に登庁することが可能な方
⑸地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は受験できません

【申込用紙の交付場所及び受付期間】
交付・受付場所：湯浅町役場　２階　総務広報課（16番窓口）
期　　　　　間：平成30年６月４日(月)～７月６日(金)　午前９時～午後５時（土日は除く）
※郵送による請求期間は、平成30年６月４日(月)～６月27日(水)到着分まで

11 平成30年６月


